


「コマ漫画の部」、「ストーリー漫画の部」、「イラストの部」の
３つの部門に、応募総数306 点 の作品が届きました。
ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました！

コマ漫画の部 ストーリー漫画の部 イラストの部

応
募
状
況

一 般  	  53 点
ジュニア（中学生以下） 	  71 点

一 般  	  21 点
ジュニア（中学生以下） 	  4 点

一 般  	  86 点
ジュニアA（小学生以下）	  52 点
ジュニアB（中・高校生）	  19 点

テ
ー
マ

ド ッ キ リ  （テーマは自由） お 気 に 入 り

サ
イ
ズ
等

A３（42× 29.7cm）に
1～4コマまで

B４（36.4 × 25.7cm）に
12 枚まで

ハガキサイズ
（14.8 × 10cm）

山根青鬼（マンガ家）

田河水泡の愛弟子で、「のらくろ」シリーズ
の執筆を継承した「のらくろトリオ」のひと
り。代表作に『名たんていカゲマン』がある。
2010 年、日本漫画家協会特別賞を受賞。

Profile Profile
江波じょうじ（マンガ家）

貸本劇画の一時代を築く。代表作の『トッ
プ屋ジョー』は、痛快無比のアクション
で大人気となった。その他『ザ・テロル』

（原作／小池一夫）などの作品がある。

Profile
室山まゆみ（マンガ家）

姉・室山眞弓、妹・室山眞里子の姉妹ユ
ニットのマンガ家。『あさりちゃん』を小
学館の学年誌で 36 年の長期にわたり連
載。第43回日本漫画家協会賞大賞を受賞。

Profile
ウノ・カマキリ（マンガ家）

日本を代表する１コママンガ家。現代社
会を風刺する作品を数多く発表している。

『落画』他一連の作品で、第 40 回日本漫
画家協会賞大賞を受賞。

▲大賞の作品を手に持つ
審査員の先生たち。
左より、
ウノ・カマキリ先生、
江波じょうじ先生、
山根青鬼先生、
室山まゆみ（眞弓）先生、
室山まゆみ（眞里子）先生。

審査員の紹介

11 月某日、第17 回「のらくろマンガ賞」の審査が行われました。
机に並べられた作品を見る先生方の目は真剣そのもの。今年は
マンガ家の山根青鬼先生、江波じょうじ先生、ウノ・カマキリ先
生、室山まゆみ先生が審査を行い、各賞が選ばれました。

P ３	 コマ漫画の部
	 （一般）

P ４	 コマ漫画の部
	 （ジュニア）

P ６	 ストーリー漫画の部
	 （一般）

P ７	 ストーリー漫画の部
	 （ジュニア）

P ８	 イラストの部
	 （一般）

P10 	 イラストの部
	 （ジュニア A）

P11	 イラストの部
	 （ジュニア B）

Contents 目次部門と応募の状況
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「寝起きドッキリ『わーっ！ お化けーっ！』」
青山 智美（千葉県佐倉市）

コマ漫画の部

ド ッ キ リテ
ー
マ

第17回のらくろマンガ賞〈コマ漫画の部〉のテーマは、
「ドッキリ」です。あなたはどんな時ドッキリします
か。受賞者の皆さんの意外なドッキリシーンを見て
みましょう。視点がユニークな作品が集まりました。

コマ漫画の部
一般

「最新型テレビ購入」
杉山 しげゆき（新潟県三条市）

「どっきり！ ソーシャルディスダンス」
金谷 嘉久（大阪府豊中市）

山根青鬼先生

アイディアが良い。絵も上手に

描けている。上から見た構図が

成功している。

「『すみません、ちょっと
お借りしたいのですが』」
岩本 しんじ（福岡県大牟田市）
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コマ漫画の部
一般

「びっくりポン。物語。」
種田 英幸

（高知県高知市）

「改札口のキップ切り」
小林 尚武

（茨城県つくば市）

「秋ときどきドッキリ」
ふんどす 花子

（岐阜県多治見市）

コマ漫画の部
ジュニア

山根青鬼先生

コロナ禍をよく

とらえているね。

白い帽子のつば

がわかるように

描けば、もっと

良くなる。

「しまった…そうだ、赤白帽！」
花岡 廉

（江東区有明／有明西学園 7 年）
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コマ漫画の部
ジュニア

「かくれんぼ」
古内 千馨

（江東区平野／数矢小3年）

「おとしあな」
はぐみ

（江東区亀戸／第二亀戸中1年）

「リフォーム」
佐藤 葵

（江東区北砂／小名木川小4年）

「えんぴつくんとえんぴつちゃん」
小川 眞歩

（江東区白河／元加賀小 3 年）

「どうなってるの？」
コト

（江東区有明／有明西学園5年）
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ストーリー漫画の部

（テーマは自由）
「ストーリーを作るのって大変」と思っていません
か。あれこれ空想したり、感じたことを「マンガノー
ト」に書いておきましょう。そのメモをつなぐと自
分なりの物語が生まれてくるのです。

ストーリー漫画の部
一般

江波じょうじ先生

80 代という年齢

に負けない筆力が

良い。よく頑張り

ましたね。

「すしマン」
イシノ ケンイチ

（新宿区下落合）

「ひとつ入道さま」
酒井 愛弓

（岐阜県美濃市）

「瞽
ご
女
ぜ
物語」

わがた みふく
（板橋区高島平）
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ストーリー漫画の部
一般

ストーリー漫画の部
ジュニア

「らりるちゃん！」
佐藤 ひかり

（江東区塩浜／平久小 6 年）

「能力教室（アビリティクラス）」
まゆげ

（江東区豊洲／豊洲小 6 年）

「しょうゆバジリコ」
元良 昌博

（千葉県船橋市）

「サイボーグDKと
ミュータントJK」
倉希 あさし

（神奈川県川崎市）

「生命選別鑑定所」
千代田さん

（愛知県豊橋市）

「ニャンコだ
キャトコさん」
KAORI

（神奈川県小田原市）
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〈イラストの部〉のテーマは「お気に入り」です。
断
だ ん

捨
し ゃ

離
り

がブームになっていますが、お気に入りのも
のはなかなか捨てられません。受賞者の皆さんのお
気に入りを見てみましょう。

イラストの部

お 気 に 入 りテ
ー
マ

イラストの部
一般

力強い絵が良い。西郷さん

の銅像と愛犬の動きにイン

パクトがある。

ウノ・カマキリ先生

「ここが一番居心地い～い」
新田 憲明

（香川県東かがわ市）

「軍事演習（カモフラージュ）」
石川 ゴエ

（山梨県北杜市）
石川 ゴエ

「タイプ 」
杉山 しげゆき

（新潟県三条市）
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「まだかな？」
相澤 拓

（千葉県柏市）

「やっぱり　これ」
ツッキー

（福岡県行橋市）

「僕の相棒はコントラバス」
千谷 暁

（埼玉県さいたま市）

「家族みんなのこいのぼり」
ナギサ

（兵庫県宝塚市）
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イラストの部
ジュニアA

「ぼくのあいぼう」
尾﨑 龍十

（江東区清澄／明治小 3 年）

「どんなにこわれていても」
山田 萌々香

（江東区豊洲／豊洲西小 4 年）

「アレルギーだけど…好きなの♥」
福田 真央

（江東区塩浜／平久小 6 年）

室山まゆみ（眞弓）先生

カラフルな色使いが

楽しい。ライオンに

まつ毛があるのがか

わいいね。「動物園で会おうね」
福山 美月

（江東区平野／明治小1年）
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イラストの部
ジュニアB

「二次元世界の入り口」
屋音

（江東区亀戸／亀戸中 2 年）

「お気に入りの季節」
*あんず *

（江東区亀戸／亀戸中2年）

風船を持つ少女が、

かわいく描けていま

す。色使いもソフト

で好感度抜群。

室山まゆみ（眞理子）先生

「My Favorites」
北邑 明花里

（大阪府大阪市／
東住吉総合高校 2 年）
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●発行日／2022年１月 23日　●発行者／公益財団法人 江東区文化コミュニティ財団 江東区森下文化センター　●後援／江東区

〈開館時間〉
午前9時～午後９時

〈休館日〉
毎月 第 1・3月曜日
(祝日は開館 )
年末年始 (12/29～ 1/3)

入場無料 〈電 車〉
◆ 都営新宿線・大江戸線「森下駅」（A6出口）
◆ 都営新宿線「菊川駅」（A2出口）
◆ 都営大江戸線・東京メトロ半蔵門線「清澄白河駅」（A2・B1出口）
＊ともに下車徒歩 8分

＊ともに下車徒歩８分

◆【門33】〈亀戸駅前〉⇔〈豊海水産埠頭〉「高橋」
◆【業10】〈とうきょうスカイツリー駅前〉⇔〈新橋〉「森下五丁目」

〈都バス〉

交 通

田河水泡（本名：高見澤仲太郎 /1899～1989年）は、
幼少期から青年期までを深川の地で過ごした、江東区ゆか
りのマンガ家です。

昭和6（1931）年、大日本雄辯會講談社（現・講談社）の
雑誌「少年倶楽部」に『のらくろ二等卒』を発表、爆発的な
人気を博し、昭和初期を代表するマンガ家となりました。

平成10（1998）年、ご遺族より田河水泡の作品や机など
の遺品が江東区に寄贈され、翌年「田河水泡・のらくろ館」
が開館されました。

田河水泡・のらくろ館

田河水泡・のらくろ館
（江東区森下文化センター １階）
〒135-0004　東京都 江東区 森下３-12-17
TEL 03-5600-8666　FAX 03-5600-8677

のらくろマンガ賞

▲▶受賞作品を選考する先生方。

平成 17（2005）年より、
「のらくろマンガ賞」が開設されました。
プロのマンガ家による審査を行い、
幅広い世代から作品のご応募をいただいております。

次回も
７月頃

から

募集開
始の

予定で
す。 力作を

お待ちして
おります！

本作品集の中には、今日では不適切ととられかねない表現がありますが、作者の意図はもとより差別を助長するものではありません。作品の時代背景および制作者の意図を尊重しております。ご了承ください。


